
道産カラマツ材で作ったトレーラーハウス

　トレーラーハウスとは

　ここ数年のアウトドアブームの影響で，キャンプ場

の整備がずいぶんと進み，自動車やオートバイを停め

たまま泊まれるオートキャンプ場も増えてきました。

貸テントや貸コテージ，バンガローなどを備えたとこ

ろも数多く見られます。

　さて，これら宿泊施設の中には，よく見ると建物の

下にタイヤが付いている一風変わった建物があります。

この車輪付きの建物は「トレーラーハウス」と呼ばれ

ており，文字どおり「トレーラー」と「ハウス」が一

緒になったものです。けん引車で目的地まで運んで，

切り離してそのまま使用します。建物の中にはキッチ

ンやユニットバスなどが備えられており，電気・ガス・

水道も使えますので，普通の住宅と変わらない生活が

できるようになっています。

　ではこのトレーラーハウス，法律上の扱いは「車」

でしょうか，それとも「家」でしょうか？車なら重量

税，家なら固定資産税を支払うことになるので，どち

らでもないというわけにはいきません。管轄省庁であ

る運輸省と建設省が出した回答は「車」です。ただし

キャンプ場での使用に限るという条件がついています。

ですからキャンプ場以外に設置した場合は「建築物」

とみなされて，固定資産税などの対象となります。

　アメリカやカナダでも，トレーラーハウスは「建築

物」ではなく「特種車両」として取り扱われていま

す。アメリカではキャンプ場のトレーラーハウスなど

に宿泊して休暇を過ごす「デスティネーション・キャ

ンピング」というレジャー形態が普及しているため，

ANSI（American National Standard Institute

(米国規格協会))規格によってトレーラーハウスなど

の特殊車両の基準が詳細に定められています。また洪

水などの自然災害によって家屋を失った人のために，

アメリカ政府が何百台ものトレーラーハウスを用意す

るなど，利用形態もさまざまです。

　さて，いま日本にあるトレーラーハウスの大部分は

輸入されたものです。シャーシの上には住宅が載って

いますが，そのほとんどは日本で言うところの「2×

4(ツーバイフォー)工法」（枠組壁工法）で建てら

れている木造住宅です。大きさは「道路運送車両法」

で定められている寸法(長さ12m，幅2.5m，高さ3.8m)

に収まるよう作られています。一般的なのは1台を

1棟として利用するタイプですが，変わったところで

は，設置するときに2台をつなぎ合わせることによっ

て2倍の広さを確保するタイプなどもあります。

　今回は，株式会社サトウとの共同研究において試作

した北海道産カラマツ材を使ったトレーラーハウス

(写真1)について紹介します。

　トレーラーハウスの設計
　さきほど説明したとおり，トレーラーハウスは建築

物には該当しません。しかし，人がこの中で生活する

以上，安全な建物にしなければなりません。そこで住

宅部分の構造形式として枠組壁工法を採用し，安全性

を確保するため 「枠組壁工法の技術的基準」（昭和

57年建設省告示第56号)を満たす設計としました。ま

た北海道での使用を前提として，縦枠間隔や断熱材な

どを寒冷地に対応した仕様としました。
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   　写真1  試作トレーラーハウスの外観
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　部屋はリビングと寝室の二つとし，中央

にユニットバスを設けました。また，限ら

れた空間を有効に使えるよう寝室にはロフ

ト (中二階 )を設置し，できるだけ明るく

開放的になるよう窓をたくさん設けました。

内装仕上げは，居間の床をカラマツフロー

リングとし，また外壁もカラマツ板張りと

しました。設計図面を図1～3に示します。

また，標準仕様を表1に，必要資材とコス

トを表2に示します。

　構造用枠組材（204材，206材）には北海

道産カラマツを使用しました。道産カラマ

ツ材の用途といえば，現在までのところパ

レット材や梱包材など比較的付加価値が低

いものばかりです。しかし，カラマツ材の

強度はエゾマツやトドマツよりも高く，こ

れまで問題とされていたねじれや狂いも適

切な乾燥を行うことによって防ぐことがで

きるため，今後は建築構造用材としての利

用が増えていくのではないでしょうか。な

お，道産カラマツを204材として製材した

場合の強度性能を確認するため，曲げ試験，

釘接合部せん断試験，実大壁体の面内せん

断試験を行いました。いずれの試験結果か

らも，枠組壁工法で一般に使用されている

S-P-F (Spruce-Pine-Fir) 材と同等以

上の強度があることが分かりました。

　さて，トレーラーハウスが通常の住宅と

大きく異なる点は，道路上を走行する機会

があるということです。この場合の安全性

については以下のように考えました。通常

は屋根の上に1mの雪が積もった状態で，

想定される地震力に耐えられるよう設計し

ます。しかし，道路上を走行する場合は，

屋根の上に雪は載っていない状態と考える

ことができます。ですから建築基準法での

計算方法によると，設計上は先程の2倍以

上の地震力に耐えることができ，移動時に

も十分な安全性があると言えるでしょう。

　トレーラーハウスの試作
　組立の様子を写真2～6に示します。今

回は設計や施工が初めてということもあっ

　道産カラマツ材で作ったトレーラーハウス

　図1　平面図

図2　断面図

図3　
かなばかり

矩計図
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道産カラマツ材で作ったトレーラーハウス

表1  試作トレーラーハウスの標準仕様

　写真2　住宅部分施工前のシャーシ

　て，思ったようにはいかなかった点がいくつかありま
　した。施工を担当した大工さんに話を聞いたところ，

カラマツ材の硬さが問題点として挙げられました。と

いうのも，今回の試作ではネイラー（釘打ち機）を使

わずに人の手で釘を打ったからです。「枠組壁工法の

技術的基準」では，枠材に合板などの面材を打ちつけ

る場合はCN50釘(径2.87mm，長さ50mm)を，枠材同

士をつなぐ場合にはCN90釘(径4.11mm，長さ90mm)

を使用するよう決められています。CN50の場合はそ

れほど問題にはならなかったのですが，CN90という

太い釘を人の手のカで何百本も打つのは難しく，無理

に打ち込むと釘が曲がったりするなどのトラブルが生

じました。今回はドリルで先穴をあけてから釘打ちす

る方法で対処しましたが，一般の枠組壁工法住宅の施

工ではネイラーを使用するために特に問題となること

はないと思われます。次に問題となったのが，カラマ
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道産カラマツ材で作ったトレーラーハウス

　　　　表2　必要資材とコスト

写真3　根太配置 (206材) 写真4　床下地材と断熱材の施工

ツ材のねじれです。今回は工期と製材の総量に制約が

あったため，本来なら不適格なものとして除外すべき

グレードの低い材料も使用しなければなりませんでし

た。そのため，大きなねじれがあって長尺材としては

使えない材料がいくつか見られました。これらの材料

は短い部材として切り直して，違う箇所に使用しまし

た。ただし，先ほども述べましたが，カラマツ材の乾

燥技術はすでに確立されており，使用する材料をあら

かじめ選別するといったことも含めて，ねじれ対策は
それほど難しくないと思われます。

　今後の展開について
　今回の設計および施工の際に，今後2棟目を作ると
きはこうした方がよい，などの代替案や改善点がいく
つか挙げられましたので，少し触れておきます。
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道産カラマツ材で作ったトレーラーハウス

写真5　外壁施工前の外観

・構造形式

　今回の試作トレーラーハウスは，これまで日本に輸

入されているものと同様に枠組壁工法形式としました

が，在来構法とすることも可能です。ただし壁厚が多

少厚くなるので注意が必要です。設計の段階で留意す

べき点は枠組壁工法の場合とあまり変わりはありませ

んが，シャーシの分だけ建物が高くなり，風圧力が大

きくなることに注意が必要です。また，建物の形を細

長くしなければならないので，耐力壁をバランスよく

配置することが重要となります。

・組立方法

　今回の試作品は，シャーシをあらかじめ用意して，

その上に建物を組み立てていきました。そのために．

はしごや脚立を使うことが多く，作業の効率は一般の

工事と比べて低いと思われます。これを改善するため

には，建物だけを通常どおり地上で組み立てた後に，

クレーンで吊り上げてシャーシ上に固定する方法が考

えられます。しかし，建物に有害な変形を生じさせな

いような吊り上げ方法や補強方法を検討する必要があ

ります。

・設置方法

　基本的にトレーラーハウスは住宅部分とシャーシと

を切り離すことなく使用しますが，既存のユニットハ

ウス住宅と同様に，クレーンで住宅部分だけを吊り上

げて現場の基礎の上に設置して使用する方法も考えら

れます。ただし，この場合には通常の建築物とみなさ

れるので，固定資産税がかからないというトレーラー

ハウスの大きなメリットが失われます。しかし，シャー

シを回収して再利用できるためにコストを低く抑えら

れるというメリットもありますので，ユーザーの選択

肢を増やすという点で有効でしょう。

　おわりに
　北海道産カラマツ材をふんだんに使ったトレーラー

ハウスができあがりました。まだ展示中のために実際

に人が住んだ状態での居住性能はわかりませんが，中

に入った居心地はなかなかよいとの評判です。

　今後のカラマツ素材生産の主体は小径木から中径木

へと移行し，大径木の割合も着実に増えていきます。

これまでよりも付加価値を高めた，径級に見合った用

途開発が求められていますが，本研究がその一助とな

れば幸いです。

　　　　　　　　　　　(林産試験場　構造性能科)

写真6　カラマツフローリングの床仕上げ
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